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特別損失の発生及び平成 26 年３月期業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 
 

当社は下記の通り、特別損失を計上いたしましたのでお知らせいたします。あわせて平

成 25 年５月 10 日に公表いたしました平成 26 年３月期（平成 25 年４月 1 日～平成 26 年３

月 31 日）の業績と実績値にとの間に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

記 
1. 特別損失の発生及びその内容 

（1）減損損失 
第４四半期におきまして「固定資産の減損に係る会計基準」に従い、業績の低迷によ

り将来キャッシュ・フローがマイナスと見込まれる 7 店舗につきまして 42 百万円の減

損損失を計上いたします。 
 
2. 業績予想と実績値の差異  

                                    
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円  

7,000 
百万円  

115 
百万円  

110 
百万円  

30 
円 銭  

20.75 
実績数値（Ｂ） 6,928 93 98 △31 △21.93 
増減額（Ｂ－Ａ） △72 △22 △12 △61 － 
増減率（％） △1.0 △19.1 △10.9 － － 
（ご参考） 
前期実績 
（平成 25 年 3 月期） 6,943 25 21 △131 △90.66 

 



3. 通期業績予想との差異の理由 
売上につきましては概ね計画通りに推移しましたが、2 月の大雪の影響により減少をいた

しました。 
利益面では、コスト削減に努めたものの、食材価格の高騰などによる原価率の上昇や、

電気料金の上昇が想定を超えたことなどにより、営業利益、経常利益ともに前回発表予想

を下回りました。さらに、上記の減損損失等を計上したことにより当期純利益が前回発表

予想に対し 61 百万円減少の 31 百万円の当期純損失となりました。 
 

以 上 


